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（須賀川市人口79,524人  11月1日現在）速報値
［前年同月比  △161人］

殿のお墓
滝不動尊像

双式浮彫阿弥陀三尊来迎供養石塔

すかがわ探訪
旧跡発見!

　福島県指定文化財であるこの供養塔は、幅約
1.4m、高さ約1.3mで、碑面を左右に中央で分け
て、阿弥陀如来、勢至菩薩、観音菩薩の三尊が浮
彫にされています。
　左側は死者を弔う追善供養、右側は生前に往生を
願う逆修供養として建立されており、いずれも一刻
でも早く成仏したいという人々の願いが表れています。
　銘文には嘉元３年（1305年）の年記が記されて
おり、鎌倉末期の当地方での阿弥陀信仰を示す貴
重な資料となっています。

平成22年12月１日発行

　須賀川市の滝地区に、「不動堂」と呼ばれる小さ
なお堂があります。
　このお堂には、室町時代の作と言われている須賀
川市指定文化財の不動明王像が安置されており、「滝
のお不動様」として親しまれています。
　普段は、お顔を拝見することは出来ませんが、手
には剣を持ち、恐ろしい顔をしていることから、お
不動様の顔を見ると「目がつぶれる」との言い伝え
も残されています。

　1570年代、二階堂照行の四男の大久保兵部資近
が大久保舘を築いたが、1589年に伊達政宗に攻め
られ大久保氏は滅亡し、瑞巌寺に埋葬されています。
　その後、1682年に本多出雲守政利が播磨国から
入封し、１万石を領して「陸奥国岩瀬大久保藩」が
できました。
　しかし、政利は実際には江戸に居て、陣屋に家臣
を置き、年貢の収納などに当たっていました。当時
の大久保藩は、大久保、矢沢、畑田、深渡戸、北横
田、袋田、新井田（仁井田）、滑川、山寺、越久、大
桑原の11ヶ村で成り立っていました。

おお　く　ぼ　ひょう　ぶ　もとちか

ほん　だ　いずも　のかみまさ とし はり まのくに

（浜尾字鹿島）
双式浮彫阿弥陀三尊来迎供養石塔双式浮彫阿弥陀三尊来迎供養石塔双式浮彫阿弥陀三尊来迎供養石塔
そう しき うき ぼりぼりそう しき うき ぼり

（滝字不動畑滝字不動畑）（滝字不動畑）滝不動尊像滝不動尊像滝不動尊像

（大久保字宮田）（大久保字宮田）（大久保字宮田）大久保兵部資近殿大久保兵部資近殿のお墓のお墓大久保兵部資近殿のお墓
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議会から

提 出 案 件
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議会傍聴してみませんか。

　

決
算
特
別
委
員
会
は
、
平
成
21
年

度
の
一
般
会
計
ほ
か
全
て
の
会
計
決

算
に
つ
い
て
、
９
月
15
日
か
ら
17
日
ま

で
の
３
日
間
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

本
委
員
会
は
、
市
民
の
立
場
か
ら

「
市
民
の
税
金
」
が
適
正
か
つ
効
率
的

に
使
わ
れ
て
い
る
か
、
厳
し
く
チ
ェ
ッ

ク
す
る
重
要
な
審
査
機
関
に
な
っ
て

い
ま
す
が
、
よ
り
一
層
、
市
民
福
祉
と

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
る
よ

う
提
言
を
行
う
な
ど
、
そ
の
機
能
を

果
た
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
は
、
市
民
の
要
望
・
意
見
等

に
応
え
て
い
る
か
、
将
来
負
担
を
求

め
な
い
「
財
政
の
健
全
化
」
に
取
り
組

ん
で
い
る
か
な
ど
、
活
発
な
質
疑
・
提

言
等
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
、
当
局
で
は
、
新
年
度
予
算

編
成
時
期
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、
決

算
審
査
で
出
さ
れ
た
意
見
や
課
題
を

整
理
し
、
新
年
度
予
算
に
反
映
で
き

る
よ
う
当
局
に
申
し
入
れ
を
行
い
、

３
日
間
に
わ
た
る
委
員
会
で
の
審
査

の
結
果
、
全
会
一
致
で
決
算
を
承
認

し
、
定
例
会
最
終
日
に
本
会
議
に
お

◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇

い
て
決
算
認
定
の
議
決
を
行
い
ま
し

た
。

　

各
委
員
か
ら
の
意
見
は
次
の
と
お

り
で
す
。

決算特別委員会の様子

●
市
民
税
の
滞
納
対
策
に
つ
い
て

　

滞
納
対
策
に
つ
い
て
は
、
分
納
に
よ
る

計
画
的
な
納
付
な
ど
、
個
々
の
ケ
ー
ス
に

応
じ
た
適
切
な
対
応
を
お
願
い
し
た
い
。

　

行
方
不
明
の
た
め
不
能
欠
損
に
し
て

い
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
が
、
で
き
る
限
り
の

情
報
収
集
に
努
め
る
な
ど
、
迅
速
で
き

め
細
か
な
対
応
を
お
願
い
し
た
い
。

●
未
来
博
残
置
施
設
森
の
学
校
解
体
事

　

業
費

　

補
正
予
算
で
予
算
を
計
上
す
る
際
に

は
、
事
業
の
内
容
が
十
分
わ
か
る
よ
う

な
説
明
を
お
願
い
し
た
い
。

　

今
後
、
同
様
の
建
物
の
解
体
に
あ
た
っ

て
は
、
建
設
当
時
の
背
景
を
よ
く
調
査
さ

れ
る
と
と
も
に
、
施
設
利
用
団
体
等
と
の

調
整
を
図
り
な
が
ら
進
め
ら
れ
た
い
。

●
集
会
施
設
整
備
事
業
費
補
助
金

　

集
会
施
設
整
備
事
業
費
補
助
金
に
つ

い
て
は
、
補
助
基
準
と
な
る
世
帯
数
に
不

公
平
感
が
生
じ
な
い
よ
う
検
討
願
い
た

い
。

●
生
活
バ
ス
路
線
運
行
維
持
対
策
事
業
費

　

今
後
の
生
活
バ
ス
路
線
運
行
維
持
対

策
に
あ
た
っ
て
は
、
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー

を
含
め
た
総
合
的
な
交
通
対
策
ビ
ジ
ョ

ン
の
中
で
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

●
選
挙
費

　

投
票
所
の
配
置
に
あ
た
っ
て
は
、
公
平

公
正
の
観
点
か
ら
そ
の
見
直
し
を
お
願

い
し
た
い
。

●
成
年
後
見
制
度
利
用
支
援
助
成
金

　

成
年
後
見
制
度
の
推
進
に
向
け
て
、

市
民
に
よ
り
わ
か
り
や
す
い
よ
う
な
案

内
が
で
き
る
よ
う
工
夫
を
お
願
い
し
た

い
。

●
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
費

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が
訪
問
活

動
を
積
極
的
に
展
開
で
き
る
よ
う
体
制

整
備
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

ま
た
、「
主
要
な
施
策
の
成
果
に
つ
い

て
の
報
告
書
」
の
中
の
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
の
説
明
の
部
分
を
よ
り
わ
か
り

や
す
く
記
載
さ
れ
る
よ
う
検
討
願
い
た

い
。

●
食
育
事
業
費

　

食
育
の
重
要
性
を
高
め
て
い
く
た
め

に
、
専
門
職
の
配
置
等
を
充
実
さ
れ
る
よ

う
お
願
い
し
た
い
。

●
就
労
支
援
員
に
つ
い
て

　

生
活
保
護
の
被
保
護
者
一
人
ひ
と
り

に
、
就
労
支
援
員
が
き
め
細
か
く
支
援

さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
た
い
。

●
健
康
増
進
事
業
費
、
特
定
健
康
診
査

　

事
業
費

　

両
事
業
の
各
種
健
康
診
査
に
お
け
る

受
診
率
を
向
上
さ
せ
て
い
く
た
め
に
、
具

平
成
21
年
度
の
決
算
審
査
を
終
え
て

市
民
の
税
金
が
、

適
正
か
つ
効
率
的
に
使
わ
れ
て
い
る
か

決
算
審
査
に
か
か
る
意
見
等

歳　

出

歳　

入

会派から

会派から



主な
財政指標

　財政構造の弾力性を表す指標で、経常経費にあてたものの
割合。90％を超えないことが望ましい。

　標準財政規模に対する公営企業等への繰出しなどを含めた
実質的な公債費にあてたものの割合。この比率が高いほど財
政硬直化の要因となる。

　財政力の強さを示す指標。この数値が［1］に近いほど財
源に余裕があるといわれている。

一般会計決算額
歳入額 310億7,849万円 歳出額 298億2,267万円
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議会から

提 出 案 件

特  集

議会傍聴してみませんか。

体
的
な
数
値
目
標
を
明
確
に
し
た
う
え

で
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

●
母
子
保
健
訪
問
指
導
事
業
費

　

保
健
師
及
び
助
産
師
に
よ
る
乳
幼
児

訪
問
は
、
育
児
不
安
の
解
消
に
大
き
な

効
果
が
期
待
で
き
る
こ
と
か
ら
、
し
っ
か

り
と
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

　

母
子
保
健
訪
問
指
導
事
業
の
推
進
に

あ
た
っ
て
は
、
適
材
適
所
と
な
る
よ
う
な

専
門
職
の
配
置
を
検
討
願
い
た
い
。

●
水
田
農
業
構
造
改
革
対
策
推
進
事
業

　

費
、
米
粉
消
費
拡
大
推
進
事
業
費

　

加
工
用
米
と
米
粉
の
消
費
拡
大
が
図

ら
れ
る
よ
う
、
市
場
確
保
等
に
積
極
的

な
支
援
策
を
検
討
願
い
た
い
。

●
ふ
る
さ
と
農
道
緊
急
整
備
事
業
費

ほ
場
整
備
の
済
ん
で
い
る
地
域
の
農

道
整
備
だ
け
で
な
く
、一
般
の
農
道
整
備

に
つ
い
て
も
均
衡
を
失
す
る
こ
と
な
く

進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

●
緊
急
経
済
対
策
資
金
融
資
事
業
費

　

資
金
の
貸
付
後
に
お
い
て
も
、
十
分

な
支
援
体
制
が
図
ら
れ
る
よ
う
取
り
組

ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

●
須
賀
川
商
工
会
議
所
補
助
金

　

須
賀
川
商
工
会
議
所
補
助
金
に
つ
い

て
は
、
交
付
申
請
か
ら
実
績
報
告
ま
で
の

一
連
の
事
務
の
中
で
、
内
容
の
妥
当
性
を

十
分
見
極
め
る
と
と
も
に
、
事
業
の
透
明

性
が
図
ら
れ
る
よ
う
対
応
願
い
た
い
。

●
奨
学
資
金
経
費

　

現
在
の
経
済
情
勢
に
鑑
み
、
市
独
自

の
施
策
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
広
報
を
活

用
し
た
Ｐ
Ｒ
に
つ
い
て
更
な
る
努
力
を
願

い
た
い
。

●
学
校
施
設
維
持
修
繕
等
工
事
費

　

学
習
環
境
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
エ
ア

コ
ン
設
置
等
を
含
め
計
画
的
に
整
備
願

い
た
い
。

●
要
保
護
・
準
要
保
護
児
童
就
学
援
助
費

　

実
績
を
重
視
し
た
予
算
編
成
を
お
願

い
し
た
い
。

●
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
導
入
事
業
費

　

電
子
黒
板
等
機
器
に
つ
い
て
は
、
有
効

活
用
を
図
る
た
め
、
現
場
の
教
員
の
声
を

聞
き
な
が
ら
対
応
願
い
た
い
。

●
教
材
備
品
購
入
費

　

学
校
備
品
の
充
実
を
お
願
い
し
た

い
。

●
預
か
り
保
育
事
業
費

　

預
か
り
保
育
に
つ
い
て
は
ス
ペ
ー
ス
の

狭
隘
な
こ
と
を
理
由
と
せ
ず
に
、
市
内
す

べ
て
の
園
で
対
応
で
き
る
よ
う
計
画
的

に
推
進
す
る
こ
と
を
強
く
要
望
し
た
い
。

●
放
課
後
子
ど
も
プ
ラ
ン
事
業
費

　

場
所
の
確
保
を
含
め
、
実
情
に
合
わ

せ
た
対
応
を
お
願
い
し
た
い
。

●
人
材
活
用
総
合
事
業
費

　

市
内
サ
ー
ク
ル
等
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

要
望
に
応
じ
ら
れ
る
よ
う
意
見
の
収
集

と
対
応
の
改
善
を
願
い
た
い
。

●
子
ど
も
読
み
聞
か
せ
講
座
経
費

　

予
算
の
面
に
お
い
て
も
確
保
し
て
、
よ

り
良
い
活
動
が
長
く
続
く
よ
う
お
願
い

し
た
い
。

●
博
物
館
管
理
運
営
費

　

博
物
館
の
招
待
券
の
配
布
に
つ
い
て

は
と
り
や
め
、
招
待
者
等
に
つ
い
て
は
直

接
窓
口
で
対
応
し
て
は
ど
う
か
。

●
社
会
教
育
施
設
改
修
・
修
繕
工
事
費

　

バ
イ
オ
ト
イ
レ
に
つ
い
て
は
、
更
な
る

設
置
を
検
討
願
い
た
い
。

●
自
動
体
外
式
除
細
動
器
整
備
事
業
費

　

自
動
体
外
式
除
細
動
器
に
つ
い
て
は
、

屋
外
施
設
を
含
め
設
置
を
進
め
て
い
た

だ
き
た
い
。

●
藤
沼
湖
周
辺
施
設
運
営
事
業
特
別
会
計

　

良
い
施
設
な
の
で
市
内
外
を
問
わ
ず

積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
願
い
た
い
。

●
介
護
保
険
特
別
会
計

　

転
倒
予
防
教
育
は
有
効
な
事
業
で
あ

る
の
で
拡
充
願
い
た
い
。

●
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

　

い
ろ
い
ろ
と
問
題
の
多
い
制
度
で
も

あ
る
の
で
、
国
に
対
し
て
利
用
者
、
自
治

体
と
し
て
の
声
を
あ
げ
て
い
た
だ
き
た

い
。

会派から

会派から

あ
い
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当
会
派
は
、
「
市
民
の
し
あ
わ
せ

実
現
」
の
た
め
、
健
全
な
財
政
運
営

が
さ
れ
る
よ
う
日
々
活
動
し
、
情
報

収
集
・
懇
談
等
を
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
当
市
に
役
立
つ
事
例
研
究

の
た
め
、
３
つ
の
先
進
地
を
視
察
し

て
き
ま
し
た
の
で
報
告
し
ま
す
。

　

10
月
13
日
〜
16
日

　

金
沢
市
で
は
、
平
成
16
年
度
か
ら

「
学
校
教
育
金
沢
モ
デ
ル
」
を
ス

タ
ー
ト
し
、
「
学
校
２
学
期
制
」

「
世
界
都
市
金
沢
小
中
一
貫
英
語
教

育
」
「
学
習
指
導
基
準
金
沢
ス
タ
ン

ダ
ー
ド
」
の
３
つ
を
柱
に
、
知
・

徳
・
体
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
児
童

生
徒
の
育
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
取
り
組
み
に
よ
り
全
国
的
に

も
文
部
科
学
省
の
学
力
・
学
習
状
況

調
査
で
、
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
位
置
に

い
る
成
果
を
あ
げ
て
い
ま
し
た
。

　

富
山
市
で
は
、
市
域
面
積
の
約
７

割
が
森
林
地
帯
で
あ
り
、
森
林
就
業

者
の
減
少
等
に
よ
り
、
手
入
れ
が
行

き
届
か
な
い
森
林
が
増
え
る
中
で
、

市
民
と
行
政
が
連
携
し
て
組
織
を
立

ち
上
げ
、
市
民
が
気
軽
に
里
山
の
整

備
等
に
参
加
で
き
る
よ
う
な
拠
点
作

り
を
し
て
い
ま
し
た
。
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平
成
22
年
度
に
入
り
市
当
局
も
行

政
評
価
が
本
格
的
に
取
り
組
ま
れ
て

き
た
こ
と
か
ら
、
二
元
代
表
制
の
下
で

議
会
の
権
能
機
能
を
ど
う
発
揮
す
る

の
か
、
何
を
す
べ
き
な
の
か
等
が
求
め

ら
れ
て
い
る
現
状
を
踏
ま
え
、
１
つ
目

の
テ
ー
マ
を
「
議
員
自
ら
の
意
識
改

革
と
議
会
の
あ
る
べ
き
姿
の
研
究
」

と
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
厳
し
い
財
政
運
営
を
強
い

ら
れ
る
中
、
少
な
い
財
源
で
よ
り
大

き
な
効
果
が
問
わ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
２
つ
目
に
「
市
民
力
と
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
市
民

の
し
あ
わ
せ
づ
く
り
に
反
映
さ
れ
る

提
案
を
し
て
い
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

４
月
と
６
月
に
、
㈱
日
本
能
率
協

会
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
の
星
野
芳
昭
先

生
を
講
師
に
し
て
、
行
政
評
価
シ
ー

ト
を
活
用
し
て
事
務
事
業
の
検
証
を

実
践
方
式
で
勉
強
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
研
修
を
通
し
て
、
次
年
度

予
算
に
市
民
の
声
を
反
映
さ
せ
る
た

め
に
は
、
行
政
評
価
シ
ー
ト
を
活
用

し
た
決
算
認
定
の
審
査
が
重
要
で
あ

る
こ
と
を
強
く
認
識
し
ま
し
た
。

　

ま
た
事
務
事
業
を
一
つ
ひ
と
つ
見

直
し
を
し
て
い
る
福
岡
県
宗
像
市
「
行

　

福
井
市
で
は
、
土
地
区
画
整
理
事

業
に
よ
る
街
区
の
再
編
と
土
地
の
共

同
化
の
た
め
の
集
約
、
公
共
公
益
施

設
の
整
備
等
を
一
体
的
に
行
い
、
将

来
の
北
陸
新
幹
線
開
通
を
見
据
え

て
、
交
通
結
節
点
と
し
て
の
街
づ
く

り
を
進
め
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
ら
に

よ
り
都
市
の
顔
と
し
て
福
井
市
ら
し

さ
の
創
出
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
研
修
結
果
と
し
て
、
当
市

に
関
係
す
る
取
り
組
み
を
視
察
し
、

参
考
に
な
る
事
業
が
数
多
く
あ
っ
た

こ
と
か
ら
、
今
後
、
当
局
に
対
し
て

提
言
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

財
政
改
革
プ
ラ
ン
」
の
取
り
組
み
は

本
市
に
と
っ
て
も
大
変
参
考
に
な
る

と
行
政
調
査
で
感
じ
て
き
ま
し
た
。

　

２
つ
目
の
テ
ー
マ
と
し
た
「
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
」
で
は
、
本
市
で
も
効
果

の
高
い
、
「
ふ
る
さ
と
づ
く
り
支
援
事

業
」
等
の
現
状
を
踏
ま
え
て
、
富
山

市
の
「
路
面
電
車
を
生
か
し
た
ま
ち

づ
く
り
」
や
、
石
川
県
白
山
市
の
歴
史

資
源
を
活
用
し
た
「
ま
ち
な
み
景
観

づ
く
り
」
等
を
調
査
し
ま
し
た
が
、
協

働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
必
要
性
を

改
め
て
認
識
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
う
し
た
調
査
の
成
果
を
、
一
般
質

問
、
提
言
や
要
望
活
動
を
通
し
て
、

市
民
の
し
あ
わ
せ
づ
く
り
に
反
映
さ

せ
て
い
き
ま
す
。

議会傍聴してみませんか。

富山県富山市にて

須賀川市庁舎での実践研修

会
派
の
活
動
報
告

志
政
会

新
政
ク
ラ
ブ

各
会
派
の
活
動
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

会派から

会派会派からから会派から
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議会から

提 出 案 件

特  集
　

明
政
会
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
声

を
反
映
さ
せ
る
、
生
活
環
境
整
備
や

市
民
福
祉
の
向
上
と
市
政
に
お
け
る

重
要
課
題
の
解
決
を
図
る
た
め
会
派

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

10
月
８
日
に
、
平
成
23
年
度
予
算

編
成
に
関
す
る
要
望
書
を
市
長
、
教

育
長
に
提
出
し
ま
し
た
。

　

内
容
は
、
将
来
に
わ
た
る
重
要
課

題
の
解
決
に
向
け
て
、
老
朽
化
し
た

社
会
資
本
の
実
態
調
査
を
実
施
し
、

計
画
的
な
整
備
の
促
進
や
雇
用
対
策

の
充
実
・
強
化
な
ど
、
各
部
局
ご
と

に
32
項
目
の
施
策
を
要
望
し
ま
し

た
。

　

10
月
20
日
〜
22
日

　

大
和
郡
山
市
で
は
、
産
学
官
民
が

一
体
と
な
っ
た
元
気
な
城
下
町
ク
ラ

ブ
事
業
、
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ａ
メ
ッ
セ
事
業
、

き
っ
ず
体
験
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
事
業
、
元

気
城
下
町
あ
き
な
い
ネ
ッ
ト
事
業
な

ど
、
地
域
特
性
に
適
し
た
施
策
の
取

組
み
成
果
な
ど
に
つ
い
て
調
査
し
ま

し
た
。

　

犬
山
市
で
は
、
平
成
23
年
度
か
ら

ス
タ
ー
ト
す
る
第
５
次
犬
山
市
総
合

計
画
の
策
定
へ
の
取
り
組
み
の
中

で
、
審
議
会
組
織
、
市
民
の
参
画
手
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会
派
の
構
成
は
政
治
フ
ォ
ー
ラ
ム

に
参
加
す
る
議
員
で
構
成
し
て
い
ま

す
。

　

活
動
は
市
民
主
役
の
市
政
実
現
の

た
め
、
快
適
で
住
み
良
い
地
域
づ
く

り
に
向
け
た
活
動
を
軸
と
し
て
、
限

ら
れ
た
予
算
の
中
で
、
希
望
の
持
て

る
市
政
実
現
、
市
民
生
活
の
向
上
を

め
ざ
し
議
員
活
動
・
会
派
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

緊
急
の
課
題
は
、
雇
用
状
況
の
悪

化
で
あ
り
ま
す
。
既
存
企
業
の
維
持

で
あ
り
、
雇
用
の
場
の
確
保
が
あ
っ

て
生
活
の
基
盤
が
あ
り
、
働
く
者
の

生
活
の
向
上
に
つ
な
が
っ
て
く
る
こ

と
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

更
に
、
制
度
政
策
要
求
に
対
応
す

る
た
め
に
、
県
議
会
と
の
連
携
、
国

会
の
連
携
を
と
る
こ
と
か
ら
積
極
的

に
各
種
選
挙
に
参
戦
し
て
生
活
の
向

上
を
目
指
し
て
お
り
、
労
働
団
体
と

の
連
携
を
深
め
、
意
見
の
交
換
を
行

い
、
地
域
活
動
も
積
極
的
に
参
加
を

し
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
市
政
に
お
い
て
は
、

９
月
議
会
中
に
制
度
政
策
の
根
幹
た

る
予
算
要
望
で
次
年
度
予
算
の
編
成

に
、
将
来
を
見
据
え
た
調
査
費
を
含

法
な
ど
に
つ
い
て
調
査
し
ま
し
た
。

　

11
月
10
日
〜
12
日

　

湯
沢
市
で
は
、
平
成
26
年
４
月
開

庁
予
定
の
新
庁
舎
建
設
に
つ
い
て
、

背
景
、
目
的
、
基
本
方
針
、
規
模
、

事
業
費
及
び
財
源
に
つ
い
て
調
査
し

ま
し
た
。

　

つ
が
る
市
で
は
、
㈳
屏
風
山
野
菜

振
興
会
の
超
氷
温
ブ
ラ
ン
ド
商
品
開

発
の
取
組
み
な
ど
に
つ
い
て
調
査
し

ま
し
た
。

　

さ
ら
な
る
市
勢
発
展
へ
、
今
後
も

調
査
・
研
究
と
提
言
を
行
っ
て
い
き

ま
す
。

め
、
い
か
に
市
民
の
た
め
に
具
現
化

す
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

　

特
徴
は
、
３
人
の
会
派
で
誰
か
は

一
般
質
問
を
行
う
こ
と
、
質
問
内
容

に
つ
い
て
は
会
派
と
し
て
の
理
解
と

共
有
を
す
る
た
め
の
議
論
を
す
る
こ

と
で
す
。

　

研
修
は
「
部
長
マ
ニ
ュ
フ
ェ
ス

ト
」
や
、
「
共
創
と
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
」
な
ど
幅
広
く
、
議
員
と
し
て

の
資
質
を
高
め
、
先
進
地
の
情
報
を

収
集
し
、
市
政
や
市
民
の
繁
栄
に
つ

な
げ
る
提
言
を
し
て
い
き
ま
す
。

議会傍聴してみませんか。

秋田県湯沢市にて

まちづくり研修（福島県庁にて）

明
政
会

市
民
連
合

会派から

会派から
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議会から

提 出 案 件

特  集

議会傍聴してみませんか。

　

私
た
ち
日
本
共
産
党
市
議
団

は
、
政
務
調
査
費
を
使
っ
て
の

行
政
調
査
（
先
進
地
事
例
調
査
）

を
行
わ
ず
、「
議
会
報
告
」
の
発

行
や
議
会
報
告
会
に
力
を
入

れ
、
市
民
に
身
近
な
議
会
を
め

ざ
し
て
努
力
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
生
活
相
談
を
日
常
的

に
行
い
市
民
の
生
活
実
態
や
要

求
の
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

相
談
に
よ
っ
て
は
、
市
職
員

の
み
な
さ
ん
と
連
携
プ
レ
ー
を

行
う
こ
と
も
あ
り
助
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
法
律
や
専
門
的
な
相

談
は
弁
護
士
や
専
門
家
の
協
力

を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
毎

週
発
行
し
て
い
る
「
か
け
あ
る

記
」
（
議
会
だ
よ
り
）
も
お
読

み
く
だ
さ
い
。

日
本
共
産
党
市
議
団

市
議
会
に
は
会
派
に
属
さ
な
い
（
無
会
派
）
議
員
が
５
名
い
ま
す
。

次
の
４
つ
は
、
政
務
調
査
費
支
給
に
限
っ
て
認
め
て
い
る
会
派
で
す
。

会派会派からから会派から

会派から

　

私
は
、
議
員
活
動
の
基
本
姿

勢
と
し
て
、
一
貫
し
て
「
社
会

通
念
に
照
ら
し
、
あ
た
り
ま
え

の
事
を
あ
た
り
ま
え
の
事
と
し

て
あ
た
り
ま
え
に
行
動
す
る
」

と
い
う
前
提
の
も
と
に
市
政
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

市
政
（
行
政
・
議
会
）
を
改

革
、
改
善
す
る
こ
と
に
「
こ
れ

で
良
い
」
と
い
う
こ
と
は
無
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
日
々
、
精

査
、
検
証
し
「
よ
り
良
く
す

る
」
た
め
に
は
何
を
す
べ
き
か

を
怠
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
今

後
も
追
求
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

「
市
政
に
真
剣
、
ぶ
れ
な
い

信
念
」
私
の
行
動
目
標
で
す
。

洗　

心

　

私
は
、
市
民
の
声
を
ダ
イ
レ

ク
ト
に
行
政
に
届
け
る
こ
と
を

心
が
け
て
議
会
活
動
を
し
て
い

ま
す
。

　

行
政
に
対
す
る
要
望
は
も
ち

ろ
ん
、
不
満
や
苦
情
も
市
民
の

持
つ
当
然
の
権
利
と
し
て
発
言

し
て
い
ま
す
。

　

「
市
民
の
声
を
行
政
に
届
け

る
の
が
議
員
の
仕
事
」
と
い
う

考
え
を
基
礎
と
し
て
、
市
民
に

わ
か
り
や
す
い
「
開
か
れ
た
議

会
」
を
目
指
し
て
、
活
動
し
て
い

き
ま
す
。

須
賀
川
市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　

市
政
発
展
の
一
つ
と
し
て
、

交
流
事
業
の
必
要
性
と
繁
栄
は

郷
土
愛
か
ら
の
も
と
、
ふ
る
さ

と
の
歴
史
と
文
化
の
重
要
性
か

ら
情
操
教
育
と
し
て
、
文
化
教

室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

４
月　

北
海
道
長
沼
町
を
牡
丹

の
鉢
を
お
土
産
に
訪
問

し
、副
町
長
と
懇
談
及
び

ふ
る
さ
と
夕
張
市
訪
問

５
月　

ふ
る
さ
と
ガ
イ
ド
の
会

活
動

８
月　

東
京
に
て
、
全
国
議
員

交
流
会
に
参
加

　

日
々
の
活
動
と
し
て
、
高
齢

化
社
会
に
お
け
る
現
況
調
査
及

び
地
域
防
災
や
薬
物
乱
用
防
止

運
動
の
推
進
と
地
域
懇
談
会
な

ど
を
開
催
。

市
政
・
花
の
会
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☞本会議のライブ中継と一般質問の通告内容、過去の会議録などは、
　 市のホームページでご覧いただけます。　（http://www.city.sukagawa.fukushima.jp）

　　12月定例会に提出される主な案
件は次のとおりです。

○単行議案
・固定資産評価審査委員会委員の選
任につき同意を求めることについ
て

・人権擁護委員の候補者推薦につき
意見を求めることについて

・須賀川市牡丹会館条例
ほか２件

○予算
・平成22年度須賀川市一般会計補正
予算（第４号）

・平成22年度須賀川市北部都市整備
事業特別会計補正予算（第１号）

・平成22年度須賀川市国民健康保険
特別会計補正予算（第３号）

ほか３件

本   　会 　  議
会　期　の　決　定

会議録署名議員の指名

全議案一括上程

議案調査

休　　会

休　　会

議案調査

　本   　会　   議　
一  般  質  問

　本   　会　   議　
一  般  質  問

本 　  会　   議
　一  般  質  問　
議案に対する総括質疑

議員提出議案/意見書案/決議案の提案と質疑

議案、請願の委員会付託

委  　 員　   会
総 務 常 任 委 員 会

建設水道常任委員会

休　　会

休　　会

委   　員 　  会
生活産業常任委員会

教育福祉常任委員会

委   　員 　  会
予 算 委 員 会

事務整理

本   　会 　  議
委員会付託議案（委員長報告）の質疑と採決

議員提出議案/意見書案/決議案の提案と採決

請願（委員長報告）の質疑と採決

継続調査事件の申し出（委員長報告）

月　日 会 議 の 内 容

12月２日㈭

３日㈮
４日㈯
５日㈰
６日㈪

７日㈫

８日㈬

９日㈭

10日㈮

11日㈯
12日㈰

13日㈪

14日㈫

15日㈬

16日㈭

月定例会のお知らせ12
会期運営予定表

議会から議会から議会から

提 出 案 件提 出 案 件提 出 案 件

特  集

議会は、午前10時開会の予定です。

（ライブ中継）

（ライブ中継）

（ライブ中継）

（ライブ中継）

（ライブ中継）

※日程は、都合により変更になる場合もあります。

ここで正式に会
期が決定します。

市長と副市長、ま
たは議員から提
案理由などの説
明があります。

各議員から、市政
全般の中で特に聞
きたい部分につい
て、当局に対して
質問を行います。

初日に一括上程さ
れた議案について、
質疑を行います。

各常任委員会では、
本会議で付託され
た議案や請願の審
査を行います。

各常任委員会での
審査報告と採決を
行います。

議会傍聴してみませんか。議会傍聴してみませんか。議会傍聴してみませんか。
　本会議と委員会は、開催日に市役
所４階で、住所・氏名を記入するだけ
で、どなたでも自由に傍聴できます。
　一般質問の日は、市役所４階に臨
時傍聴席も設けています。
　また、インターネットで本会議の
模様をライブ中継していますので、
ご覧ください。
　議会初日には、市長から議案の提
案理由説明があります。また、12月
７日から９日には、一般質問があり
ますので、お出かけください。
　詳しくは、議会事務局にお問い合
わせください。

☎88-9162  （直通）議事係

会派から

会派から
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今
年
も
残
す
と
こ
ろ
一
か
月
と
な
り
ま
し
た
。
月
日
の
経

つ
の
は
早
い
も
の
で
あ
り
ま
す
。
春
先
の
低
温
、
夏
の
猛

暑
、
秋
の
長
雨
な
ど
異
常
づ
く
め
の
年
で
あ
り
、
更
に
は
米

価
の
大
幅
な
下
落
や
降
ひ
ょ
う
被
害
な
ど
で
、
収
穫
の
秋
を

素
直
に
よ
ろ
こ
ぶ
こ
と
の
で
き
な
い
年
と
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。

　

国
政
の
面
に
お
い
て
も
内
政
外
交
共
に
大
き
な
課
題
が
山

積
し
、
国
民
の
政
治
に
対
す
る
関
心
が
一
段
と
高
ま
っ
て
い

ま
す
。

　

さ
て
、
本
号
で
は
、
12
月
定
例
会
か
ら
新
た
に
一
般
質
問

の
方
法
の
変
更
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
し
た
。

　

本
通
告
前
に
事
前
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
い
、
質
問
項
目
に
つ

い
て
充
分
に
時
間
を
か
け
、
調
査
検
討
を
行
い
質
問
の
内
容

の
更
な
る
充
実
を
図
っ
て
行
き
、
チ
ェ
ッ
ク
機
関
と
し
て
の

機
能
を
充
分
に
果
た
し
、
市
政
発
展
に
寄
与
し
て
行
く
考
え

で
あ
り
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
に
は
来
る
新
し
い
年
が
良
い
年
で
あ
り
ま
す

よ
う
御
祈
念
い
た
し
ま
す
。

編

集

後

記

すかがわ市議会だより 「８万」　発行部数 25,000部　１部あたりの単価31.332円（税込）

表紙の「旧跡発見！」の位置図

殿のお墓殿のお墓殿のお墓
滝不動尊像滝不動尊像滝不動尊像

岩瀬地域

長沼地域 須賀川地域

双式浮彫阿弥陀三尊来迎供養石塔双式浮彫阿弥陀三尊来迎供養石塔双式浮彫阿弥陀三尊来迎供養石塔

古紙配合率70%再生紙を使用しています

双式浮彫阿弥陀三尊来迎供養石塔
そう しき うき ぼり

（滝字不動畑）滝不動尊像

（大久保字宮田）大久保兵部資近殿のお墓

一般質問の内容充実のため方法を変更します。
　従来の一般質問の方法を変更し、活発な議会・内容の濃い質問を目指して、回数制
限の撤廃など５項目について改正します。

　　事前ヒアリングの導入・制度化
告示日の約１か月前から仮通告書を提出し、質問しようとする施策及び事務事業
の当局における、現段階での取組み状況等を把握するための調査を行う。

　　前倒しによる通告期間の延長
通告期間を告示日の一週間前から議会運営委員会開催日の正午までとし、質問項
目及び質問の意図などについて当局に対し、正確に伝えることで質問の内容がわ
かりやすく進められる。

　　通告期間内でのヒアリングの終結
ヒアリングは原則として通告期間内に行うこととし、通告期限後のヒアリングの
回数は原則１回までとする。

　　質問回数制限の撤廃
現在は、大きな項目について最大３回まで質問と答弁を繰返す方式をとっている
が、質問回数の制限を撤廃し、須賀川方式による一問一答制とする。

　　当局への反問権の付与
質問者の意図や文言に対して、不明な点等が生じた場合、議員に対して反問する
ことを認めることとする。

※12月、３月定例会において試行し、平成23年６月定例会から本格導入予定。
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